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共立製薬株式会社　

渡辺　千絵

社内での実験動物に関する
サイエンスコミュニケーション
の紹介

　「サイエンスコミュニケーショ
ン」とは、文部科学省のホーム
ページによると、『科学のおもし
ろさや科学技術をめぐる課題を
人々に伝え、ともに考え、意識を
高めることを目指した活動』とさ
れている。サイエンスコミュニ
ケーションにおいて重要とされ
ていることは、その課題や研究が
社会に及ぼす影響を市民と共に
考え、理解を深めることであり、
一方的に教えることではない。活
動分野は、科学の面白さを伝える
ような扱いやすいものから、「死」

「原子力」「災害」など扱いにくい
ものまで、幅広い。
　私は、学生時代に動物園動物の
行動学の研究に従事し、卒業後は
動物園・水族館で教育普及を行
うボランティア活動に携わって
いる。さらに北海道大学の科学コ
ミュニケーター養成講座CoSTEP
を受講、修了し、現在は実験動物
を含む多様な動物に関する情報
発信を行うサイエンスコミュニ
ケーターとしても活動している。
　科学における「動物」という分
野は、比較的身近で興味を持つ人
が多い一方で、①動物が苦手、ま
たは興味がない人でも知らず知

らずのうちに、何らかの形で動物
から影響を受けていること（当事
者であること）②命を扱うため、
多様な意見が生まれること③法
令、行政、公衆衛生、人間の福祉
等、多角的な視点から分析する必
要があること、といった特徴があ
る。このことを誤解なく正しく周
知するためには、相手に合わせて
適切な言葉を選ぶ技術や、目的に
合わせた対話の場の設定方法、研
究者も一般市民もフラットな対
話ができるように促すファシリ
テーションの技術などのサイエ
ンスコミュニケーションの手法
が有用と考える。
　今回はサイエンスコミュニ
ケーションを活かして実践した、
動物実験・アニマルウェルフェ
アに関する社内活動について紹
介する。
　私が所属する共立製薬株式会
社（以下、当社）は動物用医薬品
メーカーであり、製品の開発・製
造に伴って、動物実験を行ってい
る。ところが、直接動物を扱わな
い部門においては、どのような動
物が飼われ、どのような試験が行
われているのか実態を知らない
社員が多いことが明らかになっ

た。実態を知らない部門員との会
話の中で、実験動物がどのような
環境下で取り扱われているのか
心配や不安を感じている人が存
在するということが分かってき
た。また、昨今話題になっている

『共感疲労』に関しても、他人事
ではないと感じている。動物実験
に関わる従業員（以下、従事者）
と動物実験に関わる機会のない
従業員（以下、非従事者）の間の
意識の差は避けられず、非従事者
が意図せずに従事者の心を傷つ
けてしまう場合がある。私は従事
者の心のケアの必要性と対策を
会社全体で考えていく上で、『共
感疲労』についての理解を促す機
会が必要だと感じていた。そこ
で、サイエンスコミュニケーショ
ンを活かした継続的な社内勉強
会の場を設けることとした。
　まずは私が従業員に伝えたい
ことを整理し、以下の3点を勉強
会の目的とした。①非従事者に
動物実験について知ってもらう
②アニマルウェルフェアを理解
し、重要性を理解する③共感疲労
の認知を広める。次に、非従事者
および従事者を対象に、動物実
験、実験動物に関する簡単なアン
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ケートを行い、従業員の認識を可
視化した。非従事者に対しての
アンケートでは、『動物実験は必
要だと思うか』という問いに対
しては「必要である」が57.1％、

「必要であるが無くしてほしい」
が20.4％、「将来的には無くして
ほしい」が16.3％、「絶対に無くし
てほしい」が0％であった（図1）。

『動物実験について知りたいです
か？』という問いに対しては「と
ても知りたい」が49.0％、「知りた
い」が51.0％であった（図2）。こ
の結果から、非従事者も動物実験
の必要性について一定の理解が
あり、直接的に関与しなくてもそ
の理解をさらに深めることが望
ましいと感じていることが明ら
かになった。従事者に対してのア
ンケートでは、『従事者に起こり
得る共感疲労という言葉を知っ
ていますか？』という問いに対し
ては「言葉も意味も人に説明でき
る」が4.8％ 、「聞いたことがある
が説明できない」が33.3％、「初め
て聞いた」が61.9％であった（図
3）。『従業員はどのくらい動物実
験について理解をしているのが
ベストだと考えますか？』という
問いに対しては「動物実験の動向
や法律に触れて、積極的に発言や
発信を行う程度」が23.8％、「自分
の意見を持ち、家族や友人、SNS
などで動物実験について話せる
程度」が28.6％、「個人で動物実験
について調べたり、買い物などで
行動する程度（他者との対話が
ない、個人で完結する状態）」が
23.8％、「知識として様々なものに

図1．非従事者に対して「動物実験は必要だと思いますか？」の問いに対する結果

図2．非従事者に対して「動物実験について知りたいですか？」の問いに対する結果

図4．���������������従事者に対して「従業員はどのくらい動物実験について理解をしているのがベ
ストだと考えますか？」の問いに対する結果

図3．��������������������������������従事者に対して「従事者に起こり得る共感疲労という言葉を知っていますか？」 
の問いに対する結果
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動物実験が行われていることを
知っている程度」が23.8％であり、

「言葉を理解していればよい」「全
く理解されなくてもよい」はとも
に0％であった（図4）。この結果
から、従事者のほとんどが共感疲
労という言葉の意味を初めて知
るということが分かったため、共
感疲労が身近に起こり決して他
人事ではないと理解してもらえ
るよう説明の機会を設けること
にした。また、従事者は非従事者
に対して、動物実験についてある
程度の理解を求めていることも
分かった。
　勉強会の開催にあたり、当然な
がら従事者と非従事者の間には

大きな知識や経験の差があるこ
とから勉強会の内容を分け、それ
ぞれ段階を踏んで学べるような
工夫をした。
　どちらの勉強会でも、動物実験
を考える上での根幹となる「アニ
マルウェルフェア」の意味の説明
を行った。参加者の反応から、動
物福祉やアニマルウェルフェア
という言葉自体の認知度は高い
が、その意味を正しく理解してい
るとは言えず、知識向上を目指す
必要性を感じた。また、非従事者
には、動物実験についてイメージ
しにくいため、ワークショップを
実施し、実験動物を管理する際に
考えるべきポイントについて、実

感をもって学んでもらう仕掛け
を用意した。このワークショップ
は実技協らがサイエンスアゴラ
に出展した際に行っていた「おう
ちづくりワークショップ」（写真
1）を参考に行った。実際の動物
や資材（ケージ等）の代わりに、
マウス、ラット、環境エンリッチ
メントの写真を実寸大に印刷し
切り取ったものと、一般的なケー
ジの床面積と同じ大きさの紙を
用意し（以下紙のツールと表記）

（写真2）、ワークシート（写真3）
を使用しながら実施した。ワーク
ショップの実施方法は表2の通り
である。
　事後アンケートを実施し、勉強
会の効果を検証した。各勉強会に
おける話の難易度について、参加
者に5段階評価で尋ねたところ、
非従事者、従事者どちらの勉強会
においても全員が「大変わかり
やすい」「わかりやすい」という回
答であった。加えて、「より深く知
りたい」といった感想が多数寄せ
られた。また、参加者の質問に対
し1つ1つ丁寧に回答を行い、勉強
会の経緯と内容の概要とともに
レポートにして社内展開するこ
とで、更に相互の理解を深められ
た。
　勉強会は現在も内容や方法を
アップデートさせながら実施し
ている。また、このような社内活
動の認知が広まった結果、会社か
ら「中高生等の職場見学の際にも
同様のイベントを企画してはど
うか？」と提案され、積極的に外
部発信もするようになった。この

表1．勉強会の内容

実施対象者 非従事者 従事者

実施内容

・�アニマルウェルフェア、動物愛護、 
アニマルライツの違いについて

・�動物実験の目的、用途
・�紙のツールを用いたマウス・ラットの

ケージづくりワークショップ
・共感疲労について

・�アニマルウェルフェア、 
動物愛護、アニマルライツの
違いについて

・共感疲労について

表2．紙のツールを用いたワークショップの実施方法

手順 内容 説明スライド/実施の様子

1
実験動物を管理する際に考えるべきポイント
を解説する。マウスとラットの違いや収容数
基準について説明を行う。

2 紙のツールとワークシートを配布し、 
各環境エンリッチメントについて説明を行う。

3
ワークシートを埋めながら、紙のケージの面
積よりマウスまたはラットの収容数を算出し、
ケージにマウスまたはラットと、環境エンリッ
チメントを配置する。

4
紙のケージに入れたマウスまたはラットの数
や環境エンリッチメントを配置した意図を参
加者同士で発表・共有する。
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ような「正しく伝える」活動は、
1度行って終わりということはな
く、続けていくことで徐々に理解
が深まり、変化を生み出すことが
できる。社内理解が深まることで
職場環境が改善し、本活動を応援
してくれる社員も増え、私自身が
とてもやりがいを持つことがで
きている。多くの方の理解と支援
があってこそ実施できているこ
とに感謝している。

（日動協ホームページ、LABIO21 
カラーの資料の欄を参照）

写真1．実技協らがサイエンスアゴラに出展した際の様子
（サイエンスアゴラ2023ホームページより引用）

写真2．紙のツール 写真3．ワークシート


